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朝日新聞の記事ｂ'岑けｊヽ､･ｒｕ=掲較し１いま゛す。白分Ｕ司ｕ病気μｔ～い一生懸命読みましr＝。今

回･舎新聞記事でしＭ・､会員の皆さ４.のこともい劣･ｔＡ.･ｒしでご紹介できr＝らといつも～います｡あなr＝の

お便り吉お待劣し１います｡メールの方l1次のアドレスへｒう^' (rTomomom*seOL.PlcMa.≪･.Jp)。風邪なｒに＼t

気をつけて、よいお年雀お迎えください。

　　　　　　　　　　　　　　　

(支部長

　

埋田啼子)
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医療講演会(in江別)を終えて
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10月18日（土）江別市の野幌公民館にて医療講演会を行ないまし

た。テーマを「膠原病を知ろう～健やかに日々を過ごすために～」と

題し、講師に佐川昭リウマチクリニックの院長でもある佐川昭先生に

お願いしました。

　

当日は極限られた地域で激しい雨も降りましたが、開始時間の午後

にはそんなこともなく、一般８名、会員16名の計24名という、こじ

●

　

んまりとした医療講演会となりました。

　

様子につきましては、先生のお入柄が伝わるお話の中に、それぞれ

が何か一つでも得るものがあったのはないかと思われます。ただ、質

問される方が少なかったのが残念に思いました。せっかくの機会でし

たので、日頃主治医にはなかなか聞けないことや、疑問に思ってるこ

となどを聞いていただければと思いました。

－１－
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《旭川地区》

　

寒さの厳しい折､皆様お元気でしょうか？

　

今回は旭川地区の担当と言う事で何を書こうかと迷いました。

　

まず､今年は2名の会員さんが､お亡くなりになりました。1名の方は､周り

を明るくさせてくれる人でした｡もう1名の方は､旭川地区発足当時からの方

でした。2名の方とも、膠原病とは関係のない病気でお亡くなりになりました。

紙面をおかりしてご冥福をお祈りいたします。

　

9月28日、ベーチェット友の会の方達に同行してりんご狩りに行ってきま

した｡前日までお天気が悪かったので心配してましたが、当日はお昼に少し

雨が降った程度で､まあまあお天気は良かったです｡膠原病友の会からは

9名の参加でした｡他の会からも参加していたので､福祉バスと勤医協のバ

スと2台で行きました。

　

りんごを取った後、お昼になりバーベキュー･ホタテ焼き･ちゃんちゃん焼

き･サンマ等々食べきれないほどでした｡外で食べるのも美味しいものです

ね｡帰りにはりんごのお土産も頂き楽しいひとときを過ごすことが出来まし

た。

－２－
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《札幌地区（アップル会）》

　

＊＊＊

　

ボウ11ンヴ＆ランチ

　

＊＊＊

　

11月10日（月）札幌駅近くのテイセンボウルにてボウリングをし

ました。当日は６名の参加。ちょっと少なかったですが、ほとんどが

数年から20数年ぶりのボウリングという割には､楽しい時間となりま

した。ブランクが長くてもけっこうできちゃうもんです。ボウリング

●

　

場もレーンが全部使われるほどのだくさんの人で、身近なスポーツな

　　　

んだなあと思いました。昔は手書きでスコアを計算して書いていまし

たが、今は全部自動で計算してくれるので、とっても楽チンです。

　

終わった後は近くの喫茶店でランチ。ボウリングのこと、病気のこ

と、いろいろお話できました。ここの喫茶店は帰る時に「いってらっ

しやいませ」と声をかけてくれる。札幌駅近くの立地なので、仕事に

途中などに利用する方が多いのでしょうね。

　

また次に会員さんにお会いするのが楽しみです。

　

（江別市・埋田）
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☆ご寄付をいただきました。（2008.10.1～2008.11.30)

　　

佐川昭様

　　

輪島紀子様

　　　　　　

合計

　

20,400円

　　　　　　　　　

ありがとうございました。

☆新しく入会された方です。(2008.10.15～2008.12.8)

　　

斎藤義春さん(S21年生、多発院筋炎・橋本病、江別市）

　　

湊敏子さん(S21年生、シェーグレン症候群、札幌市手稲区）

　　　　　　　　

どうぞよろしくお願いします。

■入会申込書をまだ提出されていない方は､なるべく早く提出してくだ

　　

さい。

・住所等が変更になりましたら、事務局までお知らせください。

　　

電話番号もお忘れなく！

＊＊会費の納入についてのお願い＊＊

今年度、会費の振込用紙が届いて、まだの方はお振込みお願いします。なお、

：振込用紙を紛失された方は下記宛にお振込みをお願いします。

・振込先：郵便局

　

０２７８０-９-９４４８

・加入者：全国膠原病友の会北海道支部

・会

　

費：年間3,600円（本部会費1.800円含む）

－４－

一一－一一



＊＊＊署名・募金のお願い＊＊＊

　

ＪＰＡ（日本難病・疾病団体協議会）の「難病、長期険性疾患、小

児慢性疾患の総合対策を求める」ための国会請願署名および募金活動

が始まっています｡私たちが病気や障害をもっても､高齢になっても、

いつでもどこに住んでいても、安心して必要な医療が受けられ、希望

と生きがいを持って生活できる社会の実現を目指してご協力をよろし
●

　　

くお願いします。

　

募金は、今回の国会請願活動に必要な諸経費（署名用紙など）やＪ

ＰＡとその加盟団体の諸活動を進めるための貴重な資金として、活用

させていただきます。

昨年、膠原病友の会北海道支部では、請願署名数224筆、募金額は

52,500円と、たくさんの方にご協力いただきました。今年もご協力を

お願いします。次頁に（財）北海道難病連高田代表理事の取り組みのお

願い文を掲載しています‥

（署名にあだってのお願い）

　

・署名は自書でお願いします。印鑑、サインは不要です。

　

・

　

ご家族ご一緒に署名してくださる場合、「川「々」などとせず、

　　

一人一人住所をきちんとお書きください。

　

・

　

郵送先は「全国膠原病友の会北海道支部」までお願いします。

　　　

〒064-8506

　

札幌市中央区南４条西１０丁目

　　　　　　　　　　

北海道難病センター内

　

・

　

募金の送金方法は同封の郵便振込用紙にてお願いします。

　

・締切は平成２１年２月末です。

－５－



2008年(平成20年)９月６日

　　　　　　

2009年ＪＰＡ国会請願署名(募金)の取り組みのお願い

～難病の苦しみをなくそう･全道10万人署名(募金200万円)で状況を変えましょう～

(財)北海道難病連

　　　　　

代表理事高田秦･

　

今年も｢2009年ＪＰＡ国会請願署名(募金)｣の取り組みをおこないます。

　

私たちの全国組織日本難病･疾病団体協議会QPA)は今年も国会請願のための

署名を集めます。

　

去年､私たちが皆さんと共に集めた北海道の47,959筆(全国88万筆)の2008年

度請願署名はすべての政党が事前に了解した内容であったのに､通常国会では閉会

時のごたごたから審査未了のため採択にいたりませんでした｡過去2年間第164回通

常国会および第166回通常国会では採択されたのですが､残念です。

　

医療･介護･福祉の政策が後退していく中、ここに来て医療をめぐる情勢は少しずつ

ですが光がさしてきました｡2008年度難病対策の予算で前年度比14.6%増しの282

億円というかってない伸びで決まりましたし､2009年度予算でも難病克服研究費(130

疾患)を24億円から100億円へ､医療費助成の難病治療研究費を168億円増しの

451億円に引き上げたいという予算が発表されました｡難治性疾患克服研究事業の

対象疾患が7つ増やされ130疾患になり、更に今後の追加の検討も可能ということが

確認されました｡医師数抑制の方針も変更され､医学生の募集数増加が発表されまし

た。

　

これらのことは国会における力関係が微妙に影響してきたこともありますが､私たち

がＪＰＡ国会請願署名などで声を上げた運動がジワリと成果を見せているのです｡きっ

かけはいうまでもなくパーキンソン病部会と潰瘍性大腸炎･クローン病部会が2006年

度に全国的な抗議行動を巻き起こして､難病の公費助成削減を押し返したからです。

この勢いはいまやすべての難病患者会の共通のものになりました｡長かったトンネルに

出口の明かりが見え､厚労省はその路線を大きく転換させ､情勢が好転しかけていると

もいえます。

　

でも､所得の格差や地域の格差がかってなく広がり､また医者の養成を政府が制限

してきたこともあって医療の仕組みそのものが成り立だない深刻な事態は変わっていま

－６－
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先日、両親と少し足を伸ばしで北湯沢の名水亭”に行ってきました！

途中、中山峠は猛吹雪でしたが、名物の『あげいも』、そして美味しい

料理をお腹いっぱい食べ、お風呂も３回も入り、少し早いですが・‥

今年１年の垢を洗い流して５ました。 (おかよ)

今年も母からおいしい漬物が届いた。年齢が高くなるにっれ、おいし

市と有し/難味をブツブツと感じる。この冬数値が高い成人病に気をつ

け、まず風邪をひかないように体力だけはしっかりとと思ってます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(愛子)
--一一一一一一一一一一一一……

今年も最後の月になりました。今まで元気に生活していましたが、 ～７

､

こにきて体調がいまいちすぐれません。これも年のせいでしょうか。

これからは体をもう少しいたわって、少しでも長＜ボウ1/ンブをした

いと思います。皆市んはこの一年いかがでしたか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(おふみちゃん)
-一一………

寒くなし/、ストーブが手放せない時期になりましたが、灯油

何とか去年並になりホッとしています。今年も残すところわ

ずかになりましたが、皆さん体調には気をつけてくださいね！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(HIROさんJ｀)
皿ｉ－㎜㎜㎜㎜－========･･=･･･

ｌ

ｊ
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ントゲンも心電図も異常なし。ストレスではないかという診断でした。

ストレスですって～。本当かな～。１２月はなにかときぜわしいです。

会員の皆さんも体調に気をつけて、よいお年をお迎えください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(HARUKO)
---¥－a－========-=-----･



＜編集入＞

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　

編集責任者

　

埋田

　

晴子
〒064･8506

　

札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　

北海道難病センター内

　

�.011(512)3233

＜発行人＞北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　　　　　　

細川

　

久美子

　　　　　　

〒063-0868

　

札幌市西区八軒８条東５丁目４－18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

�.011(736)1724
昭和48年１月13日第３種郵便物認可

　

ＨＳＫ通巻441号

　

100円
いちばんぼし１６５号

　

平成20年12月10日発行(毎月１回10日発行)



せん。

　

難病患者会は自分たちのためにだけ運動をしているのではありません｡国民のみん

なが医療で苦労しているいま、｢人の生きる基礎部分を備えさせる｣という考えで医療を

国民運動にしているのです｡ＪＰＡ国会請願署名はこれまでの採択の積み重ねが政府

に実行させる力となるものです､みんなの力を結集させて患者の声を再び国会に届け

ましょう。

　

私たちは､この追い風に乗って､去年の倍､10万署名(募金200万円)を目指した

取り組みを始めます｡ぜひともご協力をお願いします。

‐
－

ｊ

不要入れ歯11サイクルＱその後

　

いちばんぼし164号でご案内した「不要入れ歯リサイクルキャンペーン」

についてのその後ですが、９月５日（金）にまとまった寄贈入れ歯を精錬業

者へ送り出す第一回発送式がありました｡道内より郵送されてきた方218人、

持ち込みされた方41人とたくさんのかたのご協力がありました｡合計容量は

7,824グラム､個数にしておよそ1,000個ありました｡いつでも受けつけてお

りますので､今後も皆さんのご協力よろしくお願いします。

　　

回収ボックス設置先と協力団体は以下の通りです。

ｒ”‘’‾‾‾‾‾“””””””‾’”’‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘｀””””１
・旭JII市役所総合庁舎、旭川市役所第二庁舎、旭川市障害者福祉センター（おぴっ・

；た）、赳11市社会葛S祉協議会（ときわ市民ホール）、帯広市役所、十勝保健福祉事:

l務所、帯広市保健福祉センター、十謝

l務所本別支所ヽ十勝保健福祉事務所広尾支所ヽ十勝保健福祉事務所木野支所ヽ音ｌ

ｌ更町役場、共栄・ミュニティーセンター、和寒町保健福祉センター、北海道医療ｌ

：大学､北海道保険医会北海道難病センター､北海道難病連支部（加|ト十勝･釧路･ｌ

：音更･函館）

L._----｡。--------------
｢問い合わせ先」

(財)北海道難病連事務局

　

ＴＥＬ:011-512-3233､ＦＡＸ:011-512-4807

一了－
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役
と
そ
ん
な
ふ
う
に
向
き
合
え
る
の

も
、
病
気
の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

「
演
じ
ら
れ
る
こ
と
。
歌
を
歌
え
る

こ
と
。
そ
れ
が
ど
ん
な
に
案
誇
ら
し
い

か
、
わ
か
っ
た
の
」

　

死
も
覚
ｍ
.
し
た
。
も
う
二
度
と
舞
台

に
立
て
な
い
、
と
あ
き
ら
め
か
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
思
い
を
か
み
し
め
る
。

　
　

「
い
ｍ
'
＞
ｊ
の
一
幽
が
幸
せ
」
・
く

　
　
　
　

。
董

　
　
　

■

　

2
0
0
0
年
７
月
2
6
日
。
忘
れ
も
し

な
い
日
付
だ
。
‘

　

当
時
5
2
嶋
’
宝
塚
歌
劇
団
を
退
Ｆ
）

瓦
年
奮
、
舞
台
に
歌
に
善
一
置

け
、
テ
レ
ビ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
抱
え
、

忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

敵
日
前
か
ら
体
調
か
ひ
ど
く
悪
く
、

駆
擾
の
た
め
静
岡
県
の
熱
海
に
出
か
け

て
い
た
。
足
が
象
の
よ
う
に
は
れ
あ
が

り
、
全
身
が
だ
る
く
、
ま
る
で
、
「
お

ぽ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
」
。
息
苦
し

さ
は
増
す
ば
か
り
で
、
つ
い
に
は
、
寝

て
い
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
’

　

「
苦
し
い
。
助
け
て
」
。
聖
略
加
国

需
院
（
墓
謡
中
央
区
）
臨
程

し
た
・
面
識
の
あ
っ
沁
勲

扁

名

誉
院
長
に
つ
な
が
っ
て
、
「
す
ぐ
来
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
救
急
タ
ク
シ

1
m
m
速
を
東
に
向
か
っ
た
。

　

渋
滞
で
、
昼
に
熱
海
を
出
て
、
病
院

に
曽
い
た
の
は
午
後
４
詩
半
ご
ろ
。
待

つ
て
か
暁
４
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
や
友
人

の
隨
罰

兄
（
7
2
）
ら
は
ヽ
安
害

こ
を
一
目
見
て
驚
い
た
。
顔
は
宵
ざ

『
湧
必
の
よ
こ
略
遊
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

　

「
何
で
こ
ん
な
に
な
る
ま
で
」

安
奈
さ
ん
自
身
は
、
ぼ
ん
や
り
と
、

「
あ
あ
．
こ
れ
で
助
か
る
か
も
し
れ
な

●

く‾‾‾y

い
た
。
安
m
ん
は
3
0
代
の
こ
ろ
に
肝

炎
を
患
い
、
七
型
肝
炎
ゲ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｃ
▽
ｙ
の
キ
徐
Ｉ
ア
で
も
あ
つ
。
た
。

　

‐
全
寂
笙
法
ｙ
マ
ト
Ｌ
ヂ
ス
（
Ｓ
Ｌ

Ｓ
）
、
が
疑
ね
匹
だ
・
本
来
は
ウ
イ
ル
ス

８
日
目
。
Ｓ
Ｌ
Ｅ
に
特
徴
的
な
抗
体

の
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
’

Ｅ
と
そ
れ
に
伴
う
ク
リ
オ
ぎ
茫
勁

認
て
１
、
右
暑
1
2
　

．
・
ぐ
、
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｉ
ｌ
～
ｊ
Ｉ
ｊ
｀
が
Ｉ
Ｉ
ｊ
－
－

　

ｒ
ｊ
ｌ

　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　

ｒ
ｙ

鱒
註
詳
言
齢
口
語
馴
絲
P

1 1
L

ｔ
し
か
昌
語
蜃
７
、
餓
霖
７
炎
症
が
起
辱
い
ｔ
。
濃
章
ム

と
総
称
さ
れ
6
1
1
宛
気
の
代
表
だ
っ
た
。

峠
艶
ニ
Ｕ
Ｐ
・
羅
詣
ｈ
腿
顛

、
あ
え
ぎ
様
…
…
両
足
か
む
く
み
で

ン
に
腫
れ
て
お
り
、
水
が
し
み

そ
う
な
感
じ
」

み
は
腹
部
や
胸
部
に
お
よ
び
、

チ
Ｌ
ム
が
で
き
た
。
循
環
雙
・
腎
臓
、

血
液
、
鴉
桐
裾
、
皮
膜
琢
門
医
と
。

病
棟
の
若
い
医
師
ら
も
集
ま
り
、
治
療

方
針
が
検
討
さ
れ
た
。

．
押
す
と
ボ
コ
ン
と
へ
こ
ん
だ
。
肺
や
心

　

医
師
ら
の
意
見
は
、
炎
症
を
抑
え
る

診
を
包
む
膜
に
も
大
量
の
水
が
た
ま
‘
ス
テ
ロ
イ
ド
を
緊
急
に
、
し
か
も
大
量

ま
も
な
く
検
査
室
か
ら

ま
り
や
す
い
ク
リ
オ
グ
ロ
ブ

　

■
ｉ
１
１
－
－
Ｉ

　

－
－

享
ン
盛
の
疑
い
が
伝
え
ら
れ
ヽ
赤
血

て
し
ま
う
溶
血
性
貧
血
の
状

こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ひ
ざ
か

に
恰
痔
る
こ
と
、
廳
の
液
体
成
分

恥
轟
響
言
康
葡
の
交
れ

讐
え
る
血
漿
湿
難
落
を
併
用
す
る
こ

と
、
。
さ
ら
に
｛
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
対
応
す
る
た

め
イ
ン
タ
４
　
フ
ェ
ロ
ン
疸
曹
行
う
こ

と
～
で
一
致
わ
た
。

　

r
病
際
貧
る
の
が
あ
と
１
時
間
遅

か
っ
た
ら
Ｉ
非
常
に
危
な
い
状
態
で
し

た
。
い
ま
奎
賑
巷
ｔ
笹
ん
」

　

松
井
さ
ん
の
燃
茫
、
松
原
さ
ん
は

衿
斑
が
出
ｒ
深
刻
さ
温
じ
と
う
も

　

’

ｊ
ｌ
川
コ

　

讐
墨
Ｉ
採
戻
ら
な
い
ま
ま
、
緊

張
の
中
で
漸
置
誕
い
た
。
』
酸
素
吸
入

を
し
な
が
＆
■
血
圧
、
卵
阿
呼
吸
な

ど
が
注
意
深
く
見
守
ら
れ
た
。

に
と
っ
て
も
、
「
こ
れ
ほ
ど
複
雑
陽

重
い
症
状
は
診
た
こ
と
が
な
い
」
状
態

だ
っ
た
。

　
　

（
五
十
嵐
道
子
）

　
　
　
　
　

◇

　
　
　
　

一
一

　

「
患
者
を
生
営
安
豪
厚
さ
匁

幸
竺
は
ぎ
回
遵
載
し
ま
す
。
～
三

連
載
「
患
者
を
生
き
る
」
で
叫
今

月
か
ら
「
難
病
」
を
Ｉ

膠
原
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
岬

大
腸
炎
な
ど
に
つ
い
て
、
患
者
―

甲
甲
Ｊ
■
咽
－
－
－
－
－

　
　
　

－
－

　

－
Ｉ
■
－

の
姿
と
と
も
に
ヽ
治
療
の
最
新
僣
報
黙

患
者
蓄
体
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
會

か
ら
特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い

病
気
も
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。
／

。
ご
意
尋
づ
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
芯
さ

い
。
あ
簒
は
Ｔ
ｏ
｡
｡
^

■

C
Q
O
i
-
l
r
-
i

暫
薪
m
＼
m
を
生
き
る
」
張
。

フ
ァ
グ
ス
は
0
3
e

1
0
1
0
-
<
1
≪
０
■
t
-
Ｃ
Ｏ
Ｕ
３

４
、
メ
。
Ｉ
ル
i
S
i
ｒ
ｙ
ｏ
-
ｋ
＠
ａ
ｓ
a
l
i
i
.
ｃ

ｏ
ｍ
"
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
添
え

て
く
だ
さ
い
。

|
]
｜
Ｂ
ｉ
ｆ
＾
２
０
０
８
＾
１
　
２
＾
２
Ｂ

ｌ
皿
１
１

∩
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きる翻4＆,患

と言い聞かせ朝ｓ新聞２ｏ呪年12B3B数年前から不調、｢疲れ｣安奈淳さんの幸せ②難病

　

套
の
安
奈
淳
さ
ん
（
6
1
）
諾
年
７
昌
司
言

路
加
国
際
病
院
（
東
一
曇
央
区
）
に
緊
急
入
院
し
Ｉ

・
に
・
詣
の
甕
必

雛

の
全
謀
エ
ｙ
マ
ト
ー

ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
で
全
身
が
む
く
み
。
危
険
な
状
。

態
だ
っ
た
。

　

体
の
不
調
は
数
年
前
か
ら
あ
っ
た
。

　

3
0
代
の
こ
ろ
に
肝
炎
を
患
い
、
4
7
歳
の
と
き
に

は
、
循
環
障
害
で
手
推
が
真
つ
白
に
な
る
［
レ
イ
ノ

１
症
状
］
を
起
こ
し
て
い
た
。

　

原
因
は
わ
か
ら
な
い
が
、
常
に
体
が
だ
る
い
。
朝

岨
き
る
と
ま
ぶ
た
が
匯
れ
て
い
刄
。
テ
ー
プ
を
張
っ
。
一

た
び
化
粧
を
し
た
り
し
て
ご
ま
か
し
た
。
楽
屋
か
ら

舞
台
ま
で
歩
く
の
が
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

で
も
、
「
観
客
や
共
演
者
に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な

い
。
穴
は
空
け
ら
れ
な
い
」
。
責
任
感
が
強
い
安
奈

さ
ん
に
と
っ
て
、
仕
事
を
休
む
こ
と
な
ど
あ
り
え
な

か
っ
た
。
晨
れ
だ
ろ
う
」
「
そ
の
う
ち
治
る
」
と

彦
に
言
い
聞
か
せ
ヽ
拠
孜
即
ど
に
通
っ
ｔ
。

　

聖
路
加
国
際
病
院
に
入
院
す
る
数
ヵ
月
前
に
は
、

舌
が
は
れ
て
大
き
く
な
り
、
せ
り
ふ
が
う
ま
く
言
え

な
く
な
っ
た
。
歌
う
と
、
息
切
れ
が
し
た
。
足
が
む

く
ん
で
靴
が
履
け
な
い
a
体
が
冷
弓
靴
下
を
何
枚

重
ね
て
は
い
て
も
、
足
は
氷
の
よ
う
。
全
身
の
筋
肉
、

や
関
節
が
痛
み
、
朝
起
き
あ
が
る
の
に
3
0
分
。
さ
ら

に
風
呂
で
釦
分
温
め
な
い
と
、
動
け
な
か
っ
た
。
。
。

　

入
肺
時
は
、
’
む
く
み
で
体
皿
が
O
i
l
-
も
増
え
て
い

た
。
肺
や
心
臓
を
包
む
膜
に
も
水
が
た
ま
り
、
緊
急

避
難
約
吼
そ
れ
磨
錬
ぐ
治
寮
が
行
わ
れ
た
。
炎
症

と
免
疫
反
応
を
抑
え
る
た
め
、
大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド

に
Ｊ
胆
射
影
賤
驚
管

　

神
楽
坂
で
す
し
店
を
営
む
松
原
和
子
さ
ん
（
7
2
）
は

毎
日
通
っ
た
。
宝
塚
の
こ
ろ
か
ら
の
親
友
の
姉
で
、

安
奈
さ
ん
は
［
お
姉
さ
ん
］
と
呼
ん
で
い
た
。

　
　

晏
奈
、
あ
ん
た
は
強
い
ん
だ
よ
。
絶
対
、
死
な

な
い
占
。
耳
万
で
言
う
と
、
安
奈
さ
ん
は
か
す
か

に
う
な
ず
く
よ
う
に
見
え
た
。

　

４
日
目
の
夜
、
ず
っ
と
出
て
い
な
か
っ
た
尿
が
わ

ず
か
に
出
始
め
、
主
洽
医
の
松
井
征
男
さ
ん
（
6
5
）
ら

治
療
チ
ー
ム
は
ほ
っ
と
し
た
。
翌
日
か
ら
、
全
身
状

怒
に
も
、
少
し
ず
つ
、
よ
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
手
に
も
ぬ
く
も
り
が
戻
っ
て
き
た
。

　

７
日
目
。
や
っ
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

安
奈
さ
ん
は
、
自
分
の
体
に
多
数
の
管
が
つ
な
が
っ

て
０
　
る
こ
と
に
、
初
め
て
気
づ
い
た
。

　

松
井
さ
ん
か
ら
治
療
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
　

「
こ
・
う
・
げ
。
ん
・
び
ょ
う
？
」

　

ど
ん
な
字
を
書
く
の
か
も
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

今
年
o
月
、
け
い
こ
腸
で
演
出
の
千
葉
哲
也
さ
ん
と
話
す

安
奈
淳
さ
ん
（
右
）
＝
東
京
都
江
東
区
、
石
野
明
子
撮
影

茄ぶJT。ｏ謡１２９４Ｅ√
4ａ回へ

　
　
　

0
0
年
７
月
、
鵬
罫

　
　

ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
と
診
断
さ
れ
た
女
優
の
安
奈
淳
さ
ん
・

　
　

（
剛
　
　
）
は
、
’
聖
跡
加
国
際
病
院
（
東
京
都
中
央
区
）

　
　

で
、
必
死
の
治
療
が
続
い
て
い
た
。

　
　
　

Ｓ
Ｌ
Ｅ
は
難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
患
者
は
1
0

　
　

万
人
に
5
5
1
0
人
。
原
因
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ス

　
　

テ
ロ
イ
ｙ
で
症
状
を
抑
え
ゑ
擬
が
中
心
に
な
る
。

　
　

ミ
表
屡
の
松
井
征
男
さ
ん
（
6
5
）
は
説
明
し
た
。

　
　
　
　

「
２
年
ぐ
ら
い
は
大
事
を
と
ら
な
い
と
」

ｉ
ｌ
－
そ
ん
な
に
・
’
ｊ
・
。
シ
Ｊ
ツ
ー
ク
だ
っ
た
ド
ミ

　

”

　
　
　

入
肺
時
5
8
♂
あ
っ
え
体
重
ば
3
8
＼
ま
で
減
っ
た
。

　
　

親
指
と
人
さ
し
指
で
作
っ
・
だ
怜
に
腕
が
入
っ
て
し
ま

　
　

う
ほ
ど
だ
っ
た
。
ス
テ
ロ
。
イ
ド
の
副
作
用
で
顔
が
丸

　
　

く
な
っ
た
。
食
べ
物
の
琢
も
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ヨ

少しずつ回復､退院へ安奈淳さんの幸せ③難病ぐ
Ｉ
グ
ル
ト
が
し
ょ
っ
ぱ
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

安
奈
さ
ん
は
1
9
4
7
年
、
大
阪
で
生
ま
れ
た
。

２
人
姉
妹
の
姉
。
幼
稚
園
の
こ
ろ
は
よ
ぐ
風
邪
を
ひ

き
、
休
ん
で
ぱ
か
り
い
た
。
宝
塚
歌
劇
団
に
入
貝

7
5
年
に
花
組
１
　
ツ
プ
と
な
っ
て
、
「
べ
。
ル
サ
イ
ユ
の

ぱ
ら
」
の
オ
ス
カ
ル
役
で
爆
発
的
な
人
気
を
得
た
。

・
・
娘
の
泄
躍
濫
頁
て
支
え
て
く
れ
た
父
と
母
町

せ
め
て
も
の
親
孝
行
が
で
き
た
と
思
う
。
そ
の
母
は

5
8
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
体
が
砺
く
、
い
ま
思
う
と
、

同
じ
m
ｕ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
。

　

。
宝
塚
を
遥
同
し
た
後
も
、
「
安
奈
淳
」
と
し
て
、

知
ら
ず
知
ら
・
ず
、
無
理
を
し
て
い
た
。

　

ぞ
ん
な
安
奈
さ
ん
を
、
。
松
井
さ
ん
は
特
別
扱
い
せ

ず
、
ご
く
｀
是
に
批
し
て
く
れ
た
。

　

夕
方
、
痢
室
に
ぶ
ら
り
と
や
っ
て
く
る
と
、
ベ
ッ

ド
脇
の
い
夕
に
腰
を
下
ろ
し
、
世
間
話
を
始
め
る
。

松
井
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、
ほ
っ
と
し
た
。

　

病
m
治
療
に
つ
い
て
も
、
繰
り
返
し
説
明
し
て

く
れ
た
。
膠
原
男
は
、
き
ち
ん
と
管
理
す
れ
ば
、
昔

通
の
生
活
が
送
れ
る
こ
と
。
薬
が
減
れ
ば
、
副
作
用

も
な
く
な
る
こ
と
り
決
し
て
焦
ら
な
い
こ
と
…
…
。

　

一
人
の
と
き
は
、
。
窓
か
ら
空
を
眺
め
た
八
日
が
昇

り
、
沈
む
。
や
が
て
再
び
朝
に
な
り
、
一
日
が
姶
ま

る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
空
を
見
る
の
は
、
初
め
て
だ
と

気
づ
い
た
。
「
あ
あ
、
私
は
生
き
て
い
る
J

　

安
奈
さ
ん
の
中
で
鰐
気
と
向
き
合
う
気
持
ち
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。
脛
忿
し
だ
い
に
よ
く
な
り
、
ス

テ
ロ
イ
ド
の
塁
も
少
し
ず
つ
絃
つ
て
い
っ
・
だ
。

　
　

「
そ
ろ
そ
ろ
退
院
を
考
え
ま
し
ょ
う
か
」
’

　

松
井
さ
ん
砥
、
安
奈
さ
ん
の
病
気
へ
の
理
解
や
治

療
へ
の
前
回
き
な
姿
勢
を
見
て
、
大
丈
夫
だ
と
判
断

し
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
は
の
み
続
け
な
后
れ
ぱ
な
ら
な

か
っ
だ
が
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
連
絡
で
寮

を
整
え
、
毀
茄
月
２
日
、
自
宅
に
戻
っ
た
。
・
し

　

入
院
か
ら
２
ヵ
月
と
Ｉ
遁
問
だ
っ
た
。

大切にしているサルの

人形と＝石野明子撮影
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女
優
の
安
奈
淳
さ
ん
（
6
1
）
は
0
0
年
1
0
月
、
酉
路
加

国
警
混
一
（
東
京
都
中
央
区
）
を
退
院
し
た
。

　

毎
週
Ｌ
回
病
院
に
通
っ
た
。
ス
テ
ロ
イ
ド
を
の
ん

で
い
る
と
食
欲
が
増
し
て
太
り
や
す
く
、
糖
尿
阿
に

も
な
り
や
す
い
。
忠
徊
医
の
松
井
征
男
さ
ん
（
6
5
）
と

の
約
東
を
守
り
、
な
る
べ
く
歩
く
よ
う
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
病
気
は
簡
単
に
は
安
奈
さ
ん
を
解
放

し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

】
人
に
な
る
と
、
ひ
ど
い
う
つ
に
憂
わ
れ
た
。
ス

テ
ロ
イ
ド
や
イ
ン
タ
Ｆ
フ
ェ
ロ
ン
。
の
副
作
用
、
環
境

の
変
化
な
ど
、
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ぅ
な
る
の
か
。
不
安
で
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
だ
っ
た
。
「
こ
ん
な
も
の
、
持
つ
’
て
い
て
も

し
ょ
う
が
な
い
」
と
車
を
亮
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
捨

て
た
。
墜
騨
も
ス
テ
ー
ジ
用
の
ア
ク
セ
サ
リ
Ｌ
も
、

友
人
や
後
哨
に
あ
げ
た
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
副

作
用
の
せ
い
で
髪
の
毛
が
抜
け
る
の
邪
嫌
で
、
バ
リ

カ
ン
を
買
い
、
自
分
で
刈
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

入
院
中
、
暴
癩
に
苓
く
れ
た
人
に
礼
状
を
嗇

こ
う
と
思
っ
た
・
謳
震
げ
ヽ
｀
ペ
ン
霜
つ
・
し

か
し
、
一
文
字
も
書
け
な
い
。
頭
の
中
が
ミ
キ
サ
ー

を
か
け
た
よ
う
に
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
、
文
章
が
浮
か

ば
な
い
。
ペ
ン
を
じ
っ
と
持
つ
た
ま
ま
、
時
間
だ
け

が
過
ぎ
て
い
く
。
翌
日
も
そ
の
繰
玖
返
し
だ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
局
か
・
ら
頼
ま
れ
た
フ
ァ
ク
ス
を
送
ろ
う
と

し
て
、
紙
が
詰
ま
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

　
　

「
私
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
「
こ
れ
以
上
生
き
て

い
廿
な
い
」
。
も
う
一
度
誉
い
て
、
。
送
り
直
せ
ば
い

い
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
か
、
で
き
な
か
っ
た
。

　

何
日
も
眠
れ
な
い
。
疲
れ
切
っ
て
う
と
う
と
す
る

と
り
今
度
は
悪
夢
を
見
た
。
周
囲
の
人
が
み
ん
な
死

ん
で
し
ま
い
、
自
分
だ
け
が
さ
び
つ
い
た
ベ
ッ
ド
の

上
で
、
老
い
さ
ら
ぼ
え
て
い
く
夢
。

　

だ
れ
に
も
会
い
た
く
な
か
っ
た
。
「
死
記
た
い
」

と
思
っ
た
。
「
ど
う
や
れ
ば
死
ね
る
だ
ろ
う
」
。
一

日
中
、
そ
れ
ぱ
か
り
考
え
た
。

　

友
人
の
松
原
和
子
｛
兄
（
7
2
）
ら
は
心
配
し
、
交
代

で
核
子
を
見
に
行
っ
た
。

　

あ
る
日
、
安
奈
さ
ん
は
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
下
を
の
ぞ

き
こ
ん
で
い
た
。
‘
「
飛
び
降
り
よ
う
と
思
っ
た
の
。

こ
私
こ
の
服
に
も
の
ぼ
れ
な
い
の
よ
・
召
な

く
て
。
騎
け
な
い
し
と
泣
い
た
。

　

果
物
ナ
イ
フ
を
じ
っ
と
握
し
し
め
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
松
原
さ
ん
が
「
そ
ん
な
ナ
イ
フ
じ
ゃ
死
ね

な
い
わ
嶋
う
ち
の
店
か
ら
刺
し
身
用
の
柳
刃
包
丁

を
持
っ
て
き
て
あ
げ
る
か
ら
、
待
っ
て
な
さ
い
」
と

言
う
と
、
安
奈
さ
ん
腿
乙
だ
け
笑
っ
た
。

　

片
時
も
目
を
離
せ
な
く
な
り
、
皿
年
５
月
ま
で
に

Ｉ
度
の
入
退
院
を
繰
ひ
返
し
た
。

退院後、初めて喫茶店に出

かけた安奈淳さんC左）と

松原和子さん＝提供写真

口

－ル〉iryo-k@asahi. comへ。くメ●ご意見・体験は、「ａサロン」･で、新聞購読者会員向けに掲載しています。
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ぶ

れた」
７
Ｘ「ピアノは待っていて安奈淳さんの幸せ⑤難病

　

聖
路
加
国
際
病
院
（
東
京
都
中
央
区
）
を
0
0
年
1
0

月
に
退
院
し
た
女
優
の
安
奈
淳
さ
ん
（
6
1
）
は
、
薬
の

副
作
用
な
ど
に
よ
る
ひ
ど
い
う
つ
に
悩
み
、
そ
の
後

も
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。

　

・
「
い
す
を
買
お
う
か
な
」

　

0
1
年
夏
ご
ろ
。
安
奈
さ
ん
が
も
ら
し
た
言
葉
に
、

友
人
の
松
原
和
子
さ
ん
（
7
2
）
は
ほ
っ
と
し
た
。

　

安
奈
さ
ん
が
、
何
か
し
た
い
、
と
言
っ
た
の
は
、

病
気
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
だ
っ
た
。

　
　

「
新
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
れ
ば
、
い
い
傾
向
」
と
松
原
さ
ん
は
思
っ
た
。

　

安
奈
さ
ん
自
身
も
少
し
ず
つ
、
本
当
に
少
し
ず
つ

だ
が
、
回
復
に
向
か
う
の
を
実
感
し
て
い
た
。

　

そ
の
年
の
秋
に
、
発
声
練
習
を
再
開
し
た
。

　

暮
れ
に
は
知
人
の
コ
ン
サ
１
ｉ
ト
で
、
２
曲
だ
け
、

ピ
７
　
ノ
の
弾
き
語
り
を
し
た
。
人
前
で
歌
う
の
は
１

年
半
ぶ
り
。
少
し
歌
詞
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
阿

と
に
か
く
歌
え
て
、
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

　
　

「
歌
を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

　

そ
ん
な
こ
ろ
、
近
所
の
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　

「
私
も
だ
れ
か
の
役
に
立
乙
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
。

ピ
ア
ノ
を
使
い
な
が
ら
の
レ
ッ
ス
ン
を
開
始
し
た
。

　

６
歳
で
習
い
始
め
た
ピ
ア
ノ
。
父
（
8
7
）
が
中
古
の

オ
ル
ガ
ン
を
買
っ
て
き
た
。
初
め
は
練
習
が
諏
で
嫌

で
し
ょ
う
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
や
が
て
自
分
で
曲

を
作
っ
て
弾
く
よ
う
に
な
っ
た
。
少
し
う
ま
く
な
っ

た
ら
、
中
古
の
ピ
ア
ノ
を
買
っ
て
く
れ
た
っ
け
。
・
‘

　

病
気
に
な
っ
て
、
洋
服
も
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
、
み

ん
・
な
人
に
あ
げ
て
し
牢
っ
た
け
れ
ど
ク
Ｊ
１
１
’
ア
ノ
は
Ｉ

待
っ
て
い
て
く
れ
た
」
と
忌
っ
だ
。

　
　

「
と
ん
だ
り
は
ね
た
り
、
あ
ま
り
無
理
を
し
な
け
’

れ
ぱ
、
仕
事
を
再
開
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」

　

主
治
Ｅ
の
松
井
征
男
さ
ん
（
6
5
）
か
ら
、
待
ち
に
待

っ
た
許
可
が
出
た
の
も
、
こ
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

本
格
的
な
復
帰
は
0
2
年
４
月
。
神
戸
で
、
宝
塚
時

代
の
先
輩
や
仲
間
と
ス
テ
ー
・
ジ
に
立
っ
た
。

　

舞
台
や
ミ
ュ
ー
Ｊ
ジ
カ
ル
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
徐
々
に

こ
な
し
て
い
っ
た
。
心
配
だ
っ
た
が
、
入
院
前
、
体

調
が
悪
か
っ
た
こ
ろ
よ
り
も
、
よ
く
声
が
出
た
。
息

切
れ
も
し
な
か
っ
た
。
大
勢
の
人
の
前
で
緊
慨
し
て

歌
う
の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
な
り
、
病
気
に
も
い
い
影

響
を
与
え
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
0
5
年
９
月
。
芸
能
活
動
4
0
周
年
の
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
「
見
果
て
ぬ
夢
」
を
開
い
た
。

　

約
２
時
間
。
歌
い
終
え
る
と
、
満
員
の
会
場
の
中

に
は
、
泣
い
て
い
る
人
も
い
た
。

　
　

「
私
か
元
気
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
人

が
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
い
た
」

　

う
れ
し
か
っ
た
。

舞台のけいこの合間にピ

アルを弾く＝郭允撮影
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らピ
」
Ｌ
Ｆ
割
黙
い
に
Ｊ

『
6
0
歳
を
過
ぎ
、
仕
事
場
で
も
年
長
に
な
っ
た
。

ん
で
い
る
。
随
分
注
意
し
て
い
た
の
に
、
転
ん
で
腕

を
骨
折
し
・
て
し
ま
っ
た
の
で
、
用
心
し
な
け
れ
ば
。

や
は
謳
筰
用
で
、
白
内
障
の
手
術
も
し
た
。

　
　

「
具
ふ
昂
悪
い
と
こ
ろ
を
あ
げ
た
ら
、
き
口
が
な

い
。
で
も
、
く
よ
く
よ
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
で
し

よ
。
、
気
合
よ
、
気
合
」
と
明
る
く
笑
う
。

　

厳
し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
、
宝
塚
時
代
と
同
じ
体

重
を
保
つ
。
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
な
い
。

　

「
声
は
正
直
で
、
３
ほ
休
む
と
１
週
間
だ
め
に
な
る

か
ら
」
。
毎
朝
、
ベ
ッ
ド
で
腹
筋
を
１
０
０
回
。
そ

れ
か
ら
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
大
好
き
な
歌
を
歌
う
。

　

昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
歌
手
、
エ
ヂ
イ
ッ
ト
ー
ピ
ア

フ
を
演
じ
た
。
貧
困
、
戦
争
、
恋
、
麻
薬
…
…
。
彼

女
の
人
生
を
自
分
に
重
ね
た
。
長
い
せ
り
ふ
と
歌
。

全
身
で
感
情
を
表
現
し
、
２
週
聞
1
8
公
演
濫
唇
‥
‘
き

れ
た
こ
と
は
、
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

ｑ
鮨
詰
靉
釘
バ
Ｈ
認

い
ま
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
の
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女
優
の
安
奈
淳
さ
ん
（
6
1
）
は
0
2
年
、
２
年
間
の
闘

’
病
か
ら
復
帰
し
、
活
動
を
再
開
し
た
。

　

。
ぎ
’
り
ぎ
り
ま
で
無
理
を
し
て
、
周
囲
に
心
配
を
か

・
け
た
か
ち
、
体
調
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
い
る
。

煮
付
囃
Ｈ
討
回
1
9
謔
湧
。

難病 フ

<メール〉iryo"k@asalii- comへ。体験は、■ご意見・

安奈淳さんの幸せ⑥

一け

　

闘
病
の
話
を
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
沁
霞
け

る
・
あ
の
こ
＆
は
ヽ
生
き
る
の
に
ヽ
た
だ

四

痢
だ

り
た
ｆ
そ
ぱ
で
滉
守
ｐ
て
く
れ
た
友
人
の
あ
り
が
な

さ
を
思
う
。
優
病
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
周

㎡
に
理
解
さ
れ
ず
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
は

た
ぐ
さ
ん
い
る
。
う
つ
の
苦
し
さ
も
知
っ
た
。
「
あ

の
つ
ら
さ
は
、
な
っ
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
」

　

『
時
間
が
あ
れ
ぱ
、
施
設
に
い
る
父
（
8
7
）
。
を
見
舞

う
・
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
応
援
し
、
支
え
て
く
れ
た
父

は
ヽ
い
ま
も
暑
天
の
フ
ァ
ン
で
最
大
の
理
解
肴
だ
。
、

　

暮
れ
は
東
京
と
宝
塚
で
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ト
を
予
定

し
’
て
い
る
。
。
年
が
明
け
蕎
と
、
舞
台
の
け
い
こ
だ
。

１
月
末
か
ら
東
京
’
・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
揚
で

あ
る
「
宋
ま
曾
一
腹
」
セ
、
’
中
国
一
の
金
持
ち
の

女
性
と
い
わ
れ
る

　

を
演
じ
る
。
が
月
に
は
ミ
ュ

ー
少
ガ
ル
「
回
転
木
馬
」
に
も
出
演
す
る
。

　

痍
気
に
な
る
こ
と
は
、
マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
・
ｉ
分
の
体
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
く
れ
、
仕

事
か
で
き
る
喜
び
と
充
実
感
を
教
え
て
く
れ
た
。

『
与
え
ら
れ
た
命
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
人
生
を

力
い
っ
ぱ
り
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
き
た
か
。
‘

　

安
奈
淳
、
私
ら
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
嵐
道
子
）

新聞購読者会員向け哨掲載しています。で「ａサロン」をアスパラクラブの
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